
１　農産物のイメージ構築等

意見・提案に対する県の考え
※表下段：平成31年度当初予算案での対応

現地消費者へのPR等が効果的なものとなるよう、施策に反映させていくととも
に、県産農産物等の輸出に取り組む事業者へ提案してまいります。
なお、長野の自然といった背景や新たな食べ方等をアピールするため、平成30
年度からABC Cooking Studioと連携し、香港のスタジオにおいて県産果物を活
用した料理教室の開催、PR動画の放映などの取り組みも行っています。

「長寿世界一NAGANOの食」輸出拡大事業〈事業費11,678千円〉

輸出用の統一パッケージの使用は有効な手法の一つと考えられますので、新
たに実証試験（海外での実用試験）を行う方向で検討します。

「長寿世界一NAGANOの食」輸出拡大事業〈事業費11,678千円〉

意見・提案の要旨

1

「おいしさ」以外に、以下の点を整
理し、顧客に提供していくことが重
要と考える。
・「感性」相手の直観に訴える：信
州の豊かな自然の中で手間・ひま
掛けて作ったことをアピール
・「用途」信州のりんご・ぶどうを食
べて得られる効果・効能を訴える
・「カテゴリー」果物そのものをア
ピールするのではなく、加工等によ
り新たな「りんご○○」等を考案し、
アピール

2

「ナガノパープル」のように品種名
に「NAGANO」を入れて発信し、海
外でも商標登録することでブランド
を守る。

県が開発する果樹の品種名は、その品種特性や販売戦略等を踏まえて決めて
おり、海外展開についても配慮してまいります。
商標登録についてはブランド化を図る上で有効な手法の一つですが、地名を付
けられないという制約もあります。
なお、ぶどうの新品種「クイーンルージュ」については、日本と輸出対象国にお
いて商標登録の申請を行っております。

3
輸出用に「NAGANO」ブランド統一
パッケージを作成・使用する。

4

①オリジナル品種の開発
②陳列の工夫（例：ぶどう：クイーン
ルージュの商標登録、シャインマス
カット・ナガノパープル・クイーン
ルージュの三色での陳列）

①輸出向けの品種として有用な果物の外観や食味、貯蔵性などの特性は国内
向けとしても重要であると考えられますので、オリジナル品種の育成に当たり、
そうした特性にも配慮してまいります。
②「クイーンルージュ」については、現在輸出対象国での商標登録を申請してお
り、「ナガノパープル」や「シャインマスカット」と組み合わせた輸出についても検
討してまいります。

〔課題〕
人口減少社会を迎え、急激な少子高齢化が進展する中、国内の農産物マーケットは縮小すると見込まれており、
県産農産物の重要な販路として輸出による新たな需要創出を図っていく必要がある。

〔意見交換の論点①（ブランド力の強化）〕
輸出対象国※には世界各国から様々な果物が集まり、国単位での熾烈な競合が繰り広げられている中、県産農産
物のブランド力を強化するためにはどうすべきか、ご意見をいただきたい。
※輸出対象国　①輸出拡大重点国：香港、台湾、シンガポール　②新規開拓国：タイ、マレーシア、ベトナム
③その他：中国（原発事故に伴う輸入停止措置解除）

「県民協働による事業改善」意見・提案と対応状況　［当初予算案時点］

事業名 「長寿世界一NAGANOの食」輸出拡大事業

担当部課室名 農政部　農産物マーケティング室



意見・提案に対する県の考え
※表下段：平成31年度当初予算案での対応

意見・提案の要旨

２　農家の取組

意見・提案に対する県の考え
※表下段：平成31年度当初予算案での対応

マーケットニーズに対応した商品生産に向け、高品質・安定供給が可能な産地
づくりを支援してまいります。
また、商品の品質保持については十分留意してまいります。

「長寿世界一NAGANOの食」輸出拡大事業〈事業費11,678千円〉

8
輸出向けの品種として有用な果物の外観や食味、貯蔵性などの特性は国内向
けとしても重要であると考えられますので、オリジナル品種の育成に当たり、そ
うした特性にも配慮してまいります。

輸出向け産地づくりにあたっては、輸出対象国のルール遵守は大前提であり、
加えてグローバルGAP等、より高度な品質基準にチャレンジしていくことが重要
と考えています。

「長寿世界一NAGANOの食」輸出拡大事業〈事業費11,678千円〉

３　外国人観光客等へのＰＲ

意見・提案に対する県の考え
※表下段：平成31年度当初予算案での対応

「長寿世界一NAGANOの食」輸出拡大事業〈事業費11,678千円〉

産地が自然豊かで優れた景観の中にあることは、有効な付加価値と考えられ
るので、訪日外国人観光客向けの観光施策を検討する際に戦略的に取り組む
ことが可能か検討してまいります。
なお、平成30年度からABC Cooking Studioと連携し、香港のスタジオにおいて
県産果物を活用した料理教室の開催、PR動画の放映などの取り組みも行って
います。

11

外国人観光客関連のメディア関係
者に長野県の自然や農産物を取
材してもらうなど、長野県にしかな
い魅力をネット配信

外国人が好む色・食感で長期輸送
に耐えられるなど、輸出を視野に
入れた、長野にしか無い新たな品
種を作る。

9

輸出対象国の基準をクリアし、農
薬・肥料の減量を目指して、健康
志向に応えるような生産体制を整
えていく。

意見・提案の要旨

10

外国人が参加できる果物狩りなど
体験型ツアーへの誘客で、
「NAGANO」＝「自然豊かで優れた
景観の中にある産地」として発信す
る。

6
りんご、柿は５kg、10kgといった箱
買いを勧めるなど継続して食して
いただくような方法を考える。

継続的に購入していただく販売方法を検討することは重要であり、輸出対象国
におけるニーズや消費動向に即した販売形態を検討してまいります。

意見・提案の要旨

7

攻めの農業を進め、企業的農業を
推進する。
・マーケットに支持される商品を分
析し、それに沿った生産を行う（例：
贈答用のりんごを作る畑と量で勝
負する畑など販売先を考えた取
組）。
・「信頼」が重要であり、そのために
は、あてになる産地（安定供給）で
あること、一定の品質（味）が確保
されていること、「高級ブランド品」
としてブランディングし、「オンリー
ワン」にしていく。
・日持ちに留意し、輸送ロスを軽減
する。

5
ながの・信州・市田・上田・松本・塩
尻・諏訪などの地域名を付する。

日本産農産物は高品質であると認知されていることを活かし、「日本の中の長
野」を印象付けることに主眼を置いた販売を推進してまいります。
また、市田柿のように地理的表示（GI）制度を活用してブランド化を図っていくこ
とも考えられます。



意見・提案に対する県の考え
※表下段：平成31年度当初予算案での対応

意見・提案の要旨

「健康」「長寿」等をキーワードに現地メディアへのプレスリリースを行うなど、効
果的なPRに努めてまいります。

「長寿世界一NAGANOの食」輸出拡大事業〈事業費11,678千円〉

お土産用に県産品の商品化をしていくことは重要な視点であり、植物検疫等に
抵触しないよう留意しながら商品開発等を検討してまいります。

「長寿世界一NAGANOの食」輸出拡大事業〈事業費11,678千円〉

「長寿世界一NAGANOの食」輸出拡大事業〈事業費11,678千円〉

県内観光地の宿泊施設や飲食店において県産農産物の利用拡大を図ること
は、食による観光振興として訪日外国人観光客に限らず誘客においても重要な
視点ですので、引き続き取組強化を検討してまいります。

信州・食の“地消地産”推進事業＜事業費3,412千円＞

４　その他

意見・提案に対する県の考え
※表下段：平成31年度当初予算案での対応

輸出戦略の検討に当たっては、輸出拡大重点国に配置した輸出支援員や現地
輸入事業者等の意見を反映させながら策定してまいります。

「長寿世界一NAGANOの食」輸出拡大事業〈事業費11,678千円〉

21

対象国の方の意見が企画段階か
ら反映できるよう、プロジェクトメン
バーとして対象国の方にも参加し
ていただく。

22
農産物の遺伝子の基礎研究機関
を設置する。

農業試験場等は本県の農業振興に資する試験研究機関として運営しており、
遺伝子の基礎研究については国の研究機関や大学の役割と考えております。
引き続き、農業現場のニーズに即した研究開発を進めてまいります。

意見・提案の要旨

香港、台湾、シンガポールを輸出拡大重点国と設定し、集中的に施策を展開し
ているところであり、その中で販売店の増加を図ってまいります。

16

購入した農産物が、誰によって、ど
こで、どのようなこだわりをもって作
られたかといった、その成長過程を
ネットで見られるようにする。

生産された環境、生産者のこだわりなどは有効な付加価値であると考えられる
ので、それらの発信方法等を検討してまいります。

17
少数のＳＮＳ拡散などを利用して情
報を拡げる

平成30年度からABC Cooking Studioと連携し、県産果物を活用した料理教室
の開催、人気講師等によるSNSでの発信等を行っていますので、今後も継続し
て取り組んでまいります。

18
各国ごとにＳＮＳによる情報発信の
スキルのある人材の登用

19
県産農産物の良さをＰＲできる営
業力のある人材による営業

輸出支援員の配置、有望な輸入事業者との信頼関係の構築などにより、引き
続き売り込みの強化を図ってまいります。

20
訪日外国人観光客への食材として
観光地と組み、直販需要や認知度
向上を図る。

13

テレビの健康番組等で放送し、健
康雑誌に特集を掲載するというよう
な宣伝方法を用い、健康に良いと
いう知識を持たせることが必要。

14
各国への売り込みなどにより、日
本のお土産は、「長寿ＮＡＧＡＮＯ
の品」となることを目指す。

15
重点国に狙いを絞り、その国の中
で販売店を増やす。

12
対象国の人の生活に合わせた食
べ方や長野産品を詰め合わせた
彩りの良いギフト商品を提案する。

県産農産物の輸出拡大に向け、中秋節や春節といった贈答需要に応えていく
ことは重要ですので、ぶどうやりんごの詰め合わせギフトなど、輸出対象国の
ニーズに合った商品づくりに努めてまいります。



１　農産物への対応

意見・提案に対する県の考え
※表下段：平成31年度当初予算案での対応

提案いただいた内容は、輸出に取り組むにあたり基本的な検討課題であると
認識しております。
今後、輸出対象国のマーケットを見据えた産地づくり、規格づくりに取り組ん
でまいります。

「長寿世界一NAGANOの食」輸出拡大事業〈事業費11,678千円〉

意見・提案の要旨

1

長野県で生産したものはそのままの
「見た目」や「サイズ」で提供し、「長
野のぶどう・りんごはこんな形・色・サ
イズ」という状況をあえて作っていく
必要があるのではないか。

長野県で生産されたものにも様々なサイズや規格のものがあり、輸出対象
国においても贈答用や一般消費用など多様なニーズがあることから、それぞ
れのニーズに適した販売に努めていくことが重要と考えております。

2

「Made in Japan」ではなく「Made in
Nagano」を海外バイヤーと一緒に作
り上げていく努力の中からわかって
きた検討事項は以下のとおり。
・日持ち、棚持ち：おいしく食べる所
までを見据えた日本での収穫適期を
考える。
・見た目：ブランディングの意味も含
め、輸送性も良く、見栄えも良い商品
づくり
・食味：コストパフォーマンスに合う
味・価格のバランスを取ればよい。
・ロット：輸出専用の出荷量を事前に
決めておき、戦略的にターゲット国へ
輸出
・パッケージ：見た目を考えたパッ
ケージに取り組む
・規格：輸出用の規格の定義づけ。
現在流通している規格は使用せず、
輸出国のマーケットを見据えた輸出
規格を作る。

〔課題〕
農産物を輸出する場合、生産・出荷段階から次のような輸出仕向けの配慮をすべきであるが、輸出を前提として
生産・出荷された農産物は輸出全体の11％（台湾向け）にとどまっており、輸出向けに対する生産・出荷段階で
の配慮が十分ではない。
・輸出相手先の消費者や実需者のニーズに応じた日持ち・見た目・食味等の農産物品質やロット・パッケージ・
大きさ等の規格にしていく必要がある。
→このため、仕向け先のニーズに応じて、生産・出荷段階から品質・規格等について適切な対応をする必要があ
る。
・輸出条件（検疫・残留農薬基準）が輸出先国や品目によって異なるため、防除暦など生産段階からそれらに応
じた対応が必要となる。

〔意見交換の論点②（輸出向け産地の育成）〕
　今後、輸出向け農産物の生産を意識したものに転換していくためにはどうすべきか、ご意見をいただきたい。

「県民協働による事業改善」意見・提案と対応状況　［当初予算案時点］

事業名 「長寿世界一NAGANOの食」輸出拡大事業

担当部課室名 農政部　農産物マーケティング室



意見・提案に対する県の考え
※表下段：平成31年度当初予算案での対応

意見・提案の要旨

２　啓発等

意見・提案に対する県の考え
※表下段：平成31年度当初予算案での対応

輸出用の統一パッケージの使用は有効な手法の一つと考えられますので、
新たに実証試験（海外での実用試験）を行う方向で検討します。

「長寿世界一NAGANOの食」輸出拡大事業〈事業費11,678千円〉

平成30年度からABC Cooking Studioと連携し、県産果物を活用した料理教
室の開催、人気講師等によるSNSでの発信等を行っていますので、今後も継
続して取り組んでまいります。
また、輸出向け産地づくりの支援に当たっては、現地のお客様の声を反映で
きるよう留意してまいります。

「長寿世界一NAGANOの食」輸出拡大事業〈事業費11,678千円〉

３　農家に対する支援等

意見・提案に対する県の考え
※表下段：平成31年度当初予算案での対応

地域振興局や農業改良普及センターを通じ、農産物輸出に係る農業者の意
識啓発に取り組んでまいります。
また、ＪＡ等生産者団体との連携や他県の情報収集についても留意してまい
ります。

「長寿世界一NAGANOの食」輸出拡大事業〈事業費11,678千円〉

5 加工品や冷凍保存の強化

果物の加工品としては、ジャム・ジュース類、ドライフルーツ、ワイン、シード
ル等が考えられます。加工品は、一般的に保存性は高い反面、県産果物の
特色である見た目やおいしさといった優位性を生かすことができない場合も
あります。
なお、加工食品については輸出に意欲的な事業者が海外販路開拓に挑戦し
ておりますので、生鮮農産物と一体的に輸出拡大を図ってまいります。

意見・提案の要旨

6
輸出専用の（NAGANOブランドで統
一され、強度のある）パッケージを作
る。

7

長野県のご長寿をあらゆるメディア
（SNS含む）で宣伝し、長野ファンか
ら生産者ファンを作ることにより、お
客様の声を取り入れながら生産者が
輸出向け商品開発につながる手助
けを県がバックアップする。

意見・提案の要旨

8

県が主導して農家の意識を変える。
・講習会等により、輸出を意識した栽
培指導を推奨する。新規就農者に対
する意識付けを行う。
・JA系統の営農指導センターに輸出
専門の部門を設け、農産物ごとの輸
出入状況、外国との通商交渉の現
状を調査し、生産者に周知
・他県の輸出用生産規格情報を収集
し、他県と良い意味での競争をする。

3

農産物輸出は輸送費など高コストと
なる可能性が高い。このため、「長野
にしかない」「日持ちがする」「オーガ
ニック」など高くても海外で売れるも
のを選定し、輸出向けに生産する。

本県の独自性を発揮できる品目を選定して輸出に取り組むことは大変重要
であると考えておりますので、今後の輸出拡大に向けて参考としてまいりま
す。

4
国内向けには規格外であっても海外
ではニーズのある農産物の情報を
海外でヒアリングし、提供する。

例えば小玉りんごは、日本国内では規格外や加工用として扱われています
が、輸出対象国では一般消費用としてニーズがある場合も考えられます。
こうした海外のニーズにも配慮して輸出向けの産地づくりを進めてまいりま
す。



意見・提案に対する県の考え
※表下段：平成31年度当初予算案での対応

意見・提案の要旨

品質の向上や生産安定、長期出荷体制の構築等に向け、補助事業その他
施策を積極的に活用するなど、支援の充実を図ってまいります。

信州園芸産地生産力強化事業〈事業費1,178,705千円〉

農産物の生産管理におけるＡＩ・ＩCＴの活用については、民間企業等と連携し
て社会実装を進めてまいります。

スマート農業導入加速化事業〈事業費27,125千円〉

４　その他

意見・提案に対する県の考え
※表下段：平成31年度当初予算案での対応

16
果樹栽培されていない地域を海外向
けの栽培地として開拓していく。

果樹の栽培面積は担い手の高齢化等に伴い減少傾向にありますが、県内で
は10ha超の遊休農地を復旧し果樹園に転換した事例もありますので、引き
続き輸出拡大につながるよう生産振興に積極的に取り組んでまいります。

14

輸出したい国の植物検疫官に輸出
を希望するＪＡの関係者の農園を査
察してもらい、「合格検査済証」を発
行してもらえるようにする。

輸出検査については、輸出対象国が定める植物検疫制度に基づき、今後も
適切に対応してまいります。

15
輸出協議会の中に銀行に入っても
らってはどうか。

協議会には、設立当初からアドバイザーとして金融機関も参画しております。
引き続き金融機関との連携を強化してまいります。

意見・提案の要旨

10

台湾向けの輸出は手間がかかるほ
か、リスクがあるため、県が輸出等
に必要な機械設備・道具・知識・土地
などを用意し、農家は、品質の良い
生産に専念してもらう。

病害虫防除については、国等関係機関と連携しながら、その技術開発を図
るとともに、適切な防除基準の作成等リスクの軽減を図ってまいります。
また、輸出に必要な設備の導入等については、補助事業その他施策を積極
的に活用するなど支援を行ってまいります。

11

農薬の問題に対応するため、対象国
向けの防除暦の作成、妨害灯及び
網棚の設置等に対する補助制度を
創設する。

病害虫防除については、適切な防除基準を作成するとともに、補助事業その
他施策を積極的に活用するなど支援を行ってまいります。

12

輸出向けに必要な条件、輸出するた
めの手続・費用など実際に海外に販
売している農家の実例レポートを農
家に向けて公開する。

地域振興局や農業改良普及センター等、県の現地機関を通じ、優良農家の
取組事例等の情報提供に取り組んでまいります。

13
IoTの県内企業と組んだ生産管理・
納品管理体制やシステムを構築し、
新規就農支援を行う。

9

冷蔵保存庫設置、雨除けハウス設
置に対する補助など青果物を長期
間安定的に供給するための支援の
充実



意見・提案に対する県の考え
※表下段：平成31年度当初予算案での対応

意見・提案の要旨

輸出支援員や取引先の現地事業者等を通じた情報収集に努めてまいりま
す。

「長寿世界一NAGANOの食」輸出拡大事業〈事業費11,678千円〉

18
リピート率に関するアンケート調査な
ど市場・顧客に関する様々な情報を
収集する。

17
耕作放棄地を自治体が借り受け、試
験場を備えた大規模な公営生産又
は協同組合体制に方向転換する。

我が国の現状では大規模な公営生産等は困難ですが、引き続き、集落営農
組織の育成や農業法人等の規模拡大に向けた取り組みを支援してまいりま
す。



１　農産物の高付加価値化

意見・提案に対する県の考え
※表下段：平成31年度当初予算案での対応

7
長野県特有の気候や環境を生かし、
長野でしか生産できないものを開発
していく。

輸出向けの品種として有用な果物の外観や食味、貯蔵性などの特性
は国内向けとしても重要であると考えられますので、オリジナル品種
の育成に当たり、そうした特性にも配慮してまいります。

5

クイーンルージュとナガノパープル、
シャインマスカットをワンセットにして
販売する。なお愛称を公募し、商標
登録を試みる。

シャインマスカット、ナガノパープル、クイーンルージュを組み合わせた
輸出についても検討してまいります。

6
信州産スイーツブランドとして、ぶど
うやりんご・ももなどを丸ごと寒天で
包み込んだ商品を開発する。

県産農産物の高付加価値化の手法として有効かどうか検討すること
等について、輸出事業者協議会員や加工事業者等に提案してまいり
ます。

3
日本が有する最新技術を使い、国産
米を加工してグルメ商品を開発し、
更なる付加価値を付ける。

県内では、全農長野県本部が東洋ライス株式会社と連携し、長野米
を加工した栄養価の高い「金芽米」、「金芽ロウカット玄米」として輸出
している事例があります。高付加価値化に取り組む事業者との連携な
どの対応を今後も行ってまいります。

4

農産物は第１に新品種の開発が重
要、第２に鮮度と糖度を失わないで、
国外への長距離輸送するため国や
県の技術開発が必要

輸出向けの品種として有用な果物の外観や食味、貯蔵性などの特性
は国内向けとしても重要であると考えられますので、オリジナル品種
の育成に当たり、そうした特性にも配慮してまいります。
また、長距離輸送への対応については重要な視点ですので、適切な
資材の活用など関係事業者とともに検討してまいります。

意見・提案の要旨

1
外国人が好む色・食感で長期輸送に
耐えられるなど輸出を視野に入れた
長野にしか無い新たな品種を作る。

輸出向けの品種として有用な果物の外観や食味、貯蔵性などの特性
は国内向けとしても重要であると考えられますので、オリジナル品種
の育成に当たり、そうした特性にも配慮してまいります。

2
オーガニックなど健康・環境に配慮し
た高付加価値農産物を作る。

オーガニックなど健康や環境に配慮した高付加価値農産物について
は、県内での生産量が少ないのが現状であるため、輸出向けの生産
については将来に向けた課題と考えております。

〔課題〕
　「長野県農産物等輸出事業者協議会」による輸出拡大の取組に加え、海外での日本食ブームや、シャイ
ンマスカットなど品質の高い日本産果実の需要増加などにより、県産農産物輸出額は大幅な伸びをみせて
いる。これを追い風として、県産農産物の高付加価値化を図り、更なる輸出拡大を進める必要がある。

〔意見交換の論点③（高付加価値化）〕
　県産農産物の高付加価値化をどのように進めるべきか、ご意見をいただきたい。

「県民協働による事業改善」意見・提案と対応状況　［当初予算案時点］

事業名 「長寿世界一NAGANOの食」輸出拡大事業

担当部課室名 農政部　農産物マーケティング室



２　情報発信等

意見・提案に対する県の考え
※表下段：平成31年度当初予算案での対応

長野県の特色を活かした「NAGANO」ブランドの確立やイメージの向
上は、国内外問わず県が取り組むべき重要な課題であると認識して
おります。「長寿世界一NAGANOの食」として県組織が一丸となり、海
外でのブランドの確立が図られるようメディア戦略等を推進してまいり
ます。

「長寿世界一NAGANOの食」輸出拡大事業〈事業費11,678千円〉

３　特典の付与等

意見・提案に対する県の考え
※表下段：平成31年度当初予算案での対応

４　その他

意見・提案に対する県の考え
※表下段：平成31年度当初予算案での対応

意見・提案の要旨

14

ターゲット層も「超富裕層」を狙い、販
売量も限定し、皆に食べてもらおうと
敢えて考えないことが重要である
が、このような道を選ぶことが長野県
青果物にとって本当に幸せなこと
か、議論を重ねる必要がある。

例えば、小玉りんごのように国内マーケットの需要があまりないもので
あっても、海外では一定の需要が見込まれるものもあると考えられま
すので、ご提案の趣旨を踏まえ、協議会や関係機関等と議論してまい
ります。

11

長野県オリジナル品種の詰め合わ
せセットを年４回作り、その中で反響
の良かったものを店舗に並べてもら
う。

県産農産物の輸出拡大に向け、中秋節や春節といった贈答需要に応
えていくことは重要ですので、ぶどうやりんごの詰め合わせギフトな
ど、輸出対象国のニーズに合った商品づくりに努めてまいります。

12
贈答品として利用するときには、水
引など日本らしい縁起の良い物を付
けてみてはどうか。

贈答用のパッケージについては、費用対効果を考慮しなければなりま
せんが、今後、提案内容について検討してまいります。

13

間伐材を生かして、木箱をつくり高級
感を出す。さらにその木箱は、ティッ
シュケースや小物入れ、鳥の巣箱と
して再利用できるものを生産する。

関係機関と連携し、県産農産物の高付加価値化を検討してまいりま
す。

意見・提案の要旨

8
長野産農産物の糖度・栄養価・機能
などの情報を数値や対象国の言語
で分かりやすく発信する。

県産農産物の優位性が認知されるよう、対象国の消費者等へのPRと
してパッケージに記載するなど、幅広く情報発信する方法を検討して
まいります。

9
長寿世界一の農産物の積極的ＰＲ、
長野県の気候風土、県民食のＰＲ

意見・提案の要旨

10

長野旅行クーポンの贈呈、絶景ツ
アー招待、美容体験、県産商品な
ど、県産農産物購入者に特典を付与
する。



意見・提案に対する県の考え
※表下段：平成31年度当初予算案での対応

スイーツ等の食材としての利用も含め、現地での需要喚起に努めてま
いります。

「長寿世界一NAGANOの食」輸出拡大事業〈事業費11,678千円〉

16
ジェラートやスイーツの食材として海
外のレストランや店舗と連携する。

意見・提案の要旨

15

新しい品種の開発・商品化には年単
位の時間がかかるので、長期の計
画を立て、試験場を活用した新商品
の開発、商品の特許・名称登録等の
必要な措置、外交における不安定さ
などに関するリスク対応が必要と考
える。

農産物の品種開発や知的財産保護などについては、輸出向け商品に
限らず県の農業振興の５か年計画である「第３期長野県食と農業農
村振興計画」や長野県の中期計画の「しあわせ信州創造プラン2.0」に
おいて、取り組むこととしているところです。


